
•海外旅行者で最も多い
病気が旅行者下痢症で
す。

•特に発展途上国ではリ
スクが高くなります。

•食事をする時には、手
洗いをこまめにし、生
水や加熱処理されてい
ないものを食べないよ
うにしましょう。

•ウイルスを持った蚊や
マダニに刺されること
で感染症にかかること
があります。

•日本で蚊がいない時期
でも、蚊が常時いる地
域があります。

•感染症流行地では蚊や
マダニに刺されないよ
うにしましょう。

•動物からうつる感染症
があります。

•農家、生きた鳥や動物
を扱う市場、動物園等
の動物との接触、洞窟
へ入る事を避け、手洗
いを徹底しましょう。

•国内では大きな流行は
みられませんが、海外
の流行地域で感染し、
帰国後に発症して国内
で流行することが近年
多発しています。

•感染防止には、予防接
種が有効です。

海外へ渡航される前に下記のサイトを確認されることをお勧めします
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自分の身を守るために、正確かつ最新の情報を入手しましょう。

海外には日本にはない、聞いたこともない感染症がたくさんあります。また、海外ではニセ薬が問題にな

っています。必要な薬は日本国内でそろえておく方が安心です。かかりつけ医に服薬の管理についての相

談や、渡航先によっては打ったほうがいい予防接種もあります。予防接種は接種後すぐに効果が出るわけ

ではないので、旅行の少なくとも 週間前には受診や予防接種をすることをお勧めします。

出発前に渡航国の最新の感染症情報を確認し、適切な感染予防を心掛け、楽しい旅行にしましょう。

 流行地域（●は特に発生が多い地域）

感染経路 病名
予防接種が
あるもの

アジア 中国
中国
西部

アフリカ
北

アメリカ
アメリカ
大陸

中南米 中東
オセ
アニア

カリブ
海諸国

太平洋
島諸国

ヨーロッパ ロシア 発生地域補足

食べ物
A型肝炎・赤痢・腸チフス・コレラ・E
型肝炎・ノロウイルス・消化管寄生虫
症(昆虫、ダニを含む）

A型肝炎
はある ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 世界各地

マラリア
予防薬

（飲み薬） ● ● ●
熱帯・

亜熱帯地域

デング熱 ● ● ● ● ●
熱帯・

亜熱帯地域

チクングニア熱 ● ● ●
東南アジア、
南アジア

ジカウィルス感染症 ● ● ● ● ●
東南アジア、
南アジア

黄熱 ● ● ●
ウエストナイル熱 ● ● ● ● ● ●南部 ●

日本脳炎 ● ●

ダニ ダニ媒介脳炎 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
世界各地

（熱帯以外）
ノミ ペスト ● ● ●

鳥インフルエンザ ● ● ● ●
アジア、
アフリカ

狂犬病 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 世界各地

エボラ出血熱 ●
アフリカ（中央
部、西、東

中東呼吸器症候群（MERS） ●
麻しん ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 世界各地
風しん ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 世界各地

ポリオ ● ● ●
中東、

アフリカなど
レプトスピラ症 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 世界各地

住血吸虫症 ● ● ●
アジア、アフリ
カ、中南米など

事故・ケガ 破傷風 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 世界各地

◎は特に発生の多い地域

動物

人

沼や
湖河川

蚊



 
 
 
 
 

 

◆可能な限り明るい色の厚手の長袖・長ズボ

ン・靴下等を着用しましょう。足元もサンダ

ルを履く等の、肌の露出は避けましょう。

◆必要に応じて、虫除け剤や蚊帳、殺虫剤等

を使い、蚊に刺されないようにしましょう。

◆室内にも蚊は生息しているので、刺されな

いように注意が必要です。

ジカウイルス感染症に妊婦が感染すると、胎児に小頭

症などの、先天性障害をおこす可能性があります。蚊

以外に、性行為でも感染することがあるため、流行地

域に滞在中はコンドームを適切に使用するなど配慮が

必要です。また、帰国後少なくとも ヶ月、パートナ

ーが妊婦の場合は妊娠期間中、性行為の際にコンドー

ムを使用するか、性行為を控えましょう。

【蚊やマダニが媒介する感染症】

・マラリア・デング熱

・ジカウイルス感染症

・チクングニア熱・黄熱

・ウエストナイル熱

・クリミア・コンゴ出血熱 等

２

◆生きた鳥や動物を扱う市場、動物園等の動物との接触を

避け、手洗いを徹底しましょう。（アジアの生鳥市場など

で、鳥インフルエンザに感染する恐れがあります。）

◆野生動物に咬まれないよう、接触を避けましょう。（犬、

猫、コウモリ、リス、アライグマ、スカンク、キツネなど

に咬まれると狂犬病になる恐れがあります。）

◆コウモリなどが住む洞窟に入らないようにしましょう。

（コウモリはエボラ出血熱の他、様々なウイルスを保有し

ている恐れがあります。）

◆中東など中東呼吸器症候群（ ）の流行地では、ラ

クダなどの動物との接触を避け、未殺菌のラクダの乳や肉

など過熱が不十分な食品を飲食しないようにしましょう。

（ヒトコブラクダが の感染源といわれています。）

◆手洗いをこまめにしましょう。

◆生水を飲まないようにしましょう。

◆氷を避けるようにしましょう。

◆食事は、完全に火の通った

信頼できるものを食べましょう。

◆サラダや生の野菜、カットフルーツは避けましょう。

参考文献 厚生労働省 海外での感染症予防について

このチラシに関する問い合わせは 熊本市保健所 感染症対策課 電話

© 2019.7

【動物由来の感染症】

・狂犬病・鳥インフルエンザ

・中東呼吸器症候群（ ）

・エボラ出血熱

・マールブルグ病 等

【水や食べ物から感染する感染症】・ 型肝炎

・ 型肝炎・コレラ・赤痢・腸チフス・寄生虫疾患 等

淡水の湖や河川は、寄生虫など様々な病原体に汚染されている危険性があり

ます、むやみな水遊びはやめましょう。また、傷口から破傷風に感染する恐

れがある為、裸足で歩くことはやめましょう。

★一口メモ★

・ラクダに騎乗することも

含め接触を避けましょう。

★一口メモ★

・うがいや歯磨き

の時も生水を使

わないようにし

ましょう。

 

★一口メモ★

・蚊には蚊取り線香

も有効です

・虫除けは用法用量

を守り、こまめに塗

りましょう。

③動物からうつる感染症を防ぐには

 帰国時や帰国後に、症状が出た場合は、必ず受診前に医療機関へ電話で相談し指示に従って下さい。

（病気によって潜伏期間が違います。） 
その際、①症状②渡航先③滞在期間④予防接種歴⑤動物との接触の有無などを伝えて下さい。

また受診の際は感染が広がらないよう自家用車を利用するなど、公共交通機関の利用を避けてください。

帰国後具合が悪い時は


